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〔第2部〕 理 撃 的 診 療 畢 部 (主任 教授 岩井孝義)

肺結核の賓験的病理及七二線撃的研究

第 3篇 自然吸入による欽紬炭末の肺内分備に就で

杉 原 夫

笹 瀬 惇 次

第1章 緒 論｡

結核菌及墨汁による突放は共に人工的に束管に注入せられ. 異物は液体として束管枝を経て肺胞内

に流入したるものにして､此両者の問に疫一定の関係あるを認め得た i)と信ず｡ しからば自然呼吸の

状態に於て吸入せられたる浮遊性の横組なる異物の肺内に於ける分備状態は如何 . 前実験 と芙頁似点あ

りや否やを明かにせんとして次の実験を行ぴた り｡

第 2章 葉酸材料及方法｡

動物｡ 体重 400g内外のモルモットを用ふo

材料｡ メルク会敢製獣茨末を用ふ｡EPち乳鉢にて細末の可及的飛散せざる株極めて静に数時間茨末

を研磨せるものを硫酸乾燥器内にて数日間充分に乾燥したるものを使用すO 比の茨末を顛接鏡下に検

するに梢大なるものより小なるは細菌大のもの迄を認む｡

実験箱｡ ー約高さ 45cm,長さ7.0cm,巾30.0cm の木箱の一例を開閉自在とし､且上面中央に直径

4.0cm 位の円孔を作 りたるものを用ふ｡

実験方法｡ -側の開閉自在の部よりモルモットを箱内に入射したる後､之を閉鎖し､其の周囲に目張

を行払 上方中央部の円孔以外は全 く密閉したる後､上方円孔より薬匙にて 30-50gの前記乾漆衆末

を投入し,二速時のゴム管の尖端に/j､なる絹子管を附し､上方円孔より箱内に迭入し､ 底に置 く接す

る棟速に垂下し,常に基菊を送 りて茨末を箱内に飛散せしめた り｡ 而 して茨末の再建歌に上方円孔よ

り出づるを細心の注意によりて住に認め得るを程度とせ り｡か くして茨末の最初の投入より10分間行
払たる後､速に目モ浜を解除し､動物を出し可及的に全身に附着せる茨末を充分除去して実験を終る.

以上の実験を行ひたる動物を一定間隔を置 きて剖見し肺段内に於ける茨末の分怖状態を検索せ り｡

第3章 肺臓に放ける裳末の顛撒鏡的所見｡

第 1節 単染色検索｡

創見後の処置並に切片標本は総て墨汁に於けるものと同様に行払た り｡

A.管 験 例｡

第1例 No.101

25/Ⅷ 実験直後､屠殺｡

解剖O肉眼的主要朗＼見次の如し.
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気管O内腔壁は全長に捗 りて仝く炭黒色を呈すd

肺臓O気管枚を切断端より観黍するl/{分岐部より椅下方造内膜壁は淡農色E/{恕むO 肺表面は淡暗色を量す｡ 均隼

托して特eJ{部位l,{よりて差異なしO其他各業に 2,3の鮎欺溢血を認むo胃は略食物l/{よりて充満せるが麟下せる炭

末によりて小轡部内容は限局して粕磨く点色を量すo

其他の内臓に襲他を認めずO

肺臓の鏡検l/{よる炭末所見を線括すれば次の如し0

本例に於ける茨末の分備所見は各菓殆 ど同程度にして 右上菓 及両側下葉の上方部は小 しく碕なるが

如 きも大差なし｡各葉の入 tj部菊管枝には内腔壁Vz:著明の茨末を附潜せ りo 中等大寮管枝にあ りては

其の梢大なるものに於ては比較的茨末少きものあるも小なるもの･ 或は小菊管枝にあ りては大多数に

於て著明の衆末を睦円に認む｡ 而 して之等の中､小菊管枝 を中心として周囲の肺胞内に茨末は濃 く不

規則なる放線状､ 或 は網状をなし細き線状に替れ るを認むo即ち肺胞には素管杖 より相連続 して衆末

の浸入せ るもの と其間に窮 まれ衆末を全 く認め得 ざる肺胞と相混 じて認めらるO

各葉円の淋巴鵡胞及束管側淋巴腺に茨末を認めずO

第 2例 No.82

21/Ⅶ 実験後10F相 ､連運活蔭なるも他II{比し粕元気なき感あり.O屠穀O

伽剖 ｡炭末による肉眼的新見の主要なるもの次の如しo

鼠管｡卑官なり｡

肺臓｡表面よりの所見攻の如しC.

右下葉O-般l/{捕著明の淡暗点色を豊し､蔑班著明ならざるも､之が辺後部を透見するl/{明かに気管萩に

-致せるが如き樹枝款の呉線の下線に向ひて客に交錯せるを訟む｡

左下菓o殆ど右下葉とBrr見rfl]じきも中葉下の内方範管杖入口部l/{近き部は特l/7:巣斑著明l/{存し､大なるものあり｡

着内下葉｡塩界著明ならざるも前年は実質性となり萎縮せるが如し0 両して具斑は一般l/{著明なるも前年部には

柑少く､上方気管核入口LJ{近き部は農班密IJ'Cして著明なり.其の斑の線耽分岐せるは他案に同じ｡

左内下葉｡一般(/{決選色を呈せるも着内下葉13:り淡く.具斑著明ならず｡
宕中葉O葉の中央部より比較的明かなる境界によりて前後に区分せられ､前方は萎覇して実質性となる｡而して後

年分は一般Ll{炭末!,{より淡暗色を呈せるも特l/{前後境界部は農斑強く不親則なる斬款をなす｡ 倍葉は淡暗なるも均

隼性ならず深部に於ける大､小線験の農班の交錯せるものl/<して之が束管枝に略一致せるは透見l/T.よりて推定し得.

前年分に於ては炭末の所見甚だ少なく､債に最前下端に少許の農≡舞を訟むるのみなり.

右上葉O仝部実質性となり萎縮款を量す O 薬の最後端及葉の中心部に小鮎款の点斑を夕博は り認め､備前上方にも

同株/J＼蔑鮎ありo

左中葉.全案一般l/{決暗色なるも中心都税濃く辺/%は僅微なり0 両して心側より親祭するに束管枝入口部には柵

磨き蔑斑を認む｡班は不況則なる級款をなす｡

左上葉｡肺門部より後方は中葉と癒合yo他案l/{比し､農麹≡少なく深部托中央より前上方に僅l/{認む. 一般に淡

暗色薄し｡

其他の内臓浸異常を認めず｡

肺臓の鏡検による茨末所見 を総括すれ防炎の如 し.

本例に於ける肺措内の炭末は大部分肺胞間粗描内に存 し､倭に肺胞内壁に附費せ り. 而 して茨末の

分確は実によりて少 しく濃淡の差を認むるも其の状態は同一な り｡ 釦ち各菓共に略均等に精確に散在

す る頻綿衆末あ り､其の問を走行する束管枝に沿払て周囲に限局して多少の宋末特に密集せ り｡ 此碕

集部の宋末に融 改組茨末の相合 したるが如 き粗大衆末を多数に.混 じ､ 碕集部の著明なる部程多 く混す

るを認む｡此粗大茨末は肺胞間組校内にあり｡ 而 して寮管枝周囲に於ける茨末塔奥書紬ミ之に並行する

血管側に少き傾向を濃 く認め叉寮管枝 と菊管枝､ 或 は菊管枝と血管 と申開に存す阜堪終に拝時に限局
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性 に額集せるを肺門部周囲に於て認めらる｡

束管杖淀内の茨末は小葉管枝睦内に於ては著明に認むるもの多きも,中等寮管枝には比較的少きもの

多 く,或 は殆 ど認め砕 き部 も存す｡天束管枝には極 めて僅に認むるのみな り0

淋巴液胞円には極めて僅に隣組茨末を認む るものあ り｡

束管側淋巴除内に隣組裳末を僅に認む｡

各葉 に於ける茨末の特に湾果せる部位は次の如 し｡

右下葉o 茨末の密集部は部位的に特に著明なる部な く､葉の各所に散在性に中､小束管枝に港 払て

それに接 して存す､比較的に著明にして肉眼的に認め得 る部 あ り､ 即ち上方 に於ては中心束管枝周囲

及 それ よ り背側に於ける束管枝側 に,又中央部 fり下方に於ては内下線附近の束管枝側等に認む｡

左下菓○ 右下葉 と略同様なる所見 をなす も樽 して右下葉 よりも衆末住に多 きが如 し､借上年部の中

心束管枝に近 き背側及下外方に於ける中､小束管枝 に:沿払て特 に衣末の密集部著明た り｡其他に於ては

内外両下縁附近比較的に著明の衆末増築せ り｡

右内下葉o 他葉に比 し精米末一般に多 きが如 く､上方菊管按入 口部附近に茨末の矯集部 あ り｡

左内下葉｡ 特 に栄末の密集する部位なし｡

右 中葉. 肺門部の周囲特 に内外部 に於て僅なが ら茨末の密集部 を認むO

右上葉｡ 全英収縮著 しく､他葉に比 し特に茨末は一一股に僅少にして束管枝に滑 払て存する衆末密な

る部 も極 めて僅な り (病変 に因るもの 与如 し)0

左 中葉｡ 肺門部特に其の前後に茨末の密集部 あ り｡

左上葉｡ 肺門部 より後方は中葉 と癒合す｡衆末の密集せ る部位なし0

第 3例 No.105

14/Ⅸ 実験後20日日O元気急に衰ふO屠殺｡

角綿ll｡肉眼的所見の主なるもの次の如し｡

気管｡異常なし｡

肺臓｡仝腔として表面よりの色調は借に淡暗色を呈するが如し0

着下葉｡催!/{淡暗色なるが如きも農班鮎としては中葉面の中央に1個を認むるのみo

左下葉｡農匪鮎を認めず｡

右内下葉o上方肺門部の後側に限局して密集せる黒班鮎を訟む.

表内上葉O上方略3分の1部L/Th点斑凱椅著明に限局せり. 此っ果敢鮎部を透過光殊によりて透J規するに濃艶は樹枚

耽をなさず鮎状をなす｡

右中葉.他案よりも棺淡暗色張く､外万一よりの黒三匪票古は後方に於て粕著明i/{存し､前下方に至るに従.ひて≡次第に少

なく､埠に周辺部は少な Lo 只前下端より少しく後方外下線に黒斑ありて舛肋膜側及横臓膜例の何れよりも認めら

る｡佃下葉面より見るに葉の肺門部は限局性に少部分なるも著明の:黒色を豊す.

右上葉｡仝葉は甚だ密に散在する具斑鮎t,7'Lよりて巣色を量す｡ 特に後方程著明にして前方周辺部は比較的点斑鮎

少し｡

左中葉｡肺門部より後方は中葉と癒合す､農政鮎は肺門部下側の下葉画に任に認むo

左上葉O肺門部より後方は中葉と癒合すo葉の中央部に粕著明の黒斑鮎集合せ り｡

胃及陽o胃内には借の瓦斯と共に多量の背黄色の液挙り･ 幽門部より約 16cm 下方に於げろ/J､腸に重株を認め陽

の内膳Hま全く閉塞せられ､腸壁は壊死を認めざるも腫脹し欝血款をなし睦血を認む｡整復するに重積部は約 6cmあ

りて此部より上方口側の腸内には胃の内容と同乾の管黄色の液を充満し､腸は拡大せ り､それ以下肝門側に於ては盲

腸部に棺軟性の普通便あり､大傷は尋常にして腹水を認めず｡

共他の内臓に異常を認めずO
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肺臓の鏡検による茨末所見を給括すれば次の如し｡

本例に於ける肺臓内茨末は前 No.82の例と同株にして大部分は肺胞間範絞内に存し､倭に肺胞内に

認めらる. 而して衆末は肺組続の全般に捗 りて略均等に碑に散布せらる iも稗大小不同にして隣組茨

末のみにあらず｡ 各葉に於ける菊管枝の周餌は衆末梢癖にして従ひて粗大なるもの も多 く混在せ りO

然れども限局性の茨末密集部は比較的に少なし､ 而 して此の栄管枝周囲の密集部､或は比較的密なる

衆末が寮管枝に並行して血管の存する場合血管側に少なき傾向は下葉､ 或は中英に於ては梢置き部に

於て認められ, 肺門部にては特に著明にして且大栄管枝と申.小束管枝の問に教まれたる部に茨末著

明に碑果せるを認めたるも其他の葉に於ては此関係は著しか らず｡

各葉に於ける茨末の密集部は次の如しo

右下菜｡ 茨末の限局性密集部は極めて住にして肺門部 より下端に至る主幹束管枝の一部周囲及それ

より分岐する中等束管枝周囲に住に散在性に認むo

左下葉｡ 略右下葉 と同様なるも入口部束管枝の下方に接する限局性茨末席集部捻稚著明な りo

右内下葉O 上方菊管枝入L:3部周囲は稗濃 く限局性茨末賛巣部ありo

左内下葉｡ 上方束管枝入 口部周囲は稀未末密に存す｡

右中葉. 肺門部より後方は上葉 と癒合すo肺門部に著明ならざるも稀濃 く限局する茨末特集部あり

右上葉｡ 肺門部前方 より後方は中葉と癒合す.茨末技一般に他葉に比し稚著明にして特に内方肺門

部周囲は濃 く稚婿に存すo

左中葉｡ 肺門部 より後方は上葉と癒合す.茨末の所見は右中葉に略同じO

左上葉o 肺門部 より後方は中葉と癒合すo茨末の限局性賛集部なしo

淋巴虎胞内に任の御細茨末を認むるの参 り. 衰管側及索管枝分岐部淋巴胎内の御細衆末は不均等性

に楕著明に認む｡ ′

第 4例 No.77

23/Ⅷ 莫鹸後30日日o舛弟上全 く健廉o屠費O

解剖o炭末による肉眼的折.免の主なるもの三次の如しo

気管｡尋常

肺臓｡表面より翁案するに一般に柵訊き淡暗色を量し､比較的!/{は南側上葉最も濃 く. 右上葉には相1着明の不況

風なる斑鮎放鳥鮎を認む.右内下葉の束管梗入口部の右側に小なる点斑あり､ 而して右中葉及右上葉の前年部.右

内下葉の全部は萎縮して実質性とな りて殆ど合束帯なきが如きも病的三野他を認めず. 死後の併置Kよりて生ぜしも

の如しo

其他の内臓に弊イヒを認めず○

肺臓の鏡検による茨末所見を総括すれば左の如し｡

本例に於ける肺臓内茨末は前 No.82の例 と同様にして其の大部分は肺胞間組摸内に存し､倭に肺胞

内に認めらる. 而 して茨末は少しく不同にして大,小あるも多 くのものは御組茨末にして略均等性に

存するも各菓共に大部分の素管枝周囲は多少とも梢密にして梢大栄末を現す｡特に限局性に帝集し､粗

大衆末の多数を混在せしむる部は比較的に少な く､束管枝側に散在して存す｡而 して素管枝周囲に密集

する茨末は之に並行する血管側に少なき傾向は贋 く認めらるO叉寮管枝 と素管枝との聞､或は索管枝と

血管 (多 くの場合静脈)との間に釈まれたる部に限局性聴巣部の多きは特に下葉肺門部.或は主幹束管

枝側に認めた りo

索管枝腔内に重 く茨末を認めざるものは甚だ少な く.大部分に於て茨末は粘膜細胞内､或は感襲内W_

謎めらる0倍小菊管校内忙ては腔円に認められし部 も散在せ りo
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淋巴液胞円に御細茨末を極めて煤に認むるものありo

束管側淋巴除内には稀著明に御紳茨末を認む｡

各葉に於ける茨末の限局性密集部位は次の如し｡

右下葉. 限局性特薬部は著明ならすO入口部 より下端に至る主幹寮管枝､及それに近き中小,寮管

枝周囲に小なるものを散在性に稀置 く認む｡

左下葉O 右ヰ葉と略同様なり｡

右内下葉｡ 茨末の限局性密集部は中心部棄管杖周囲特に右方に住に存すO

左内下葉｡ 限局性密集部なし｡

右中葉.o 肺門部周囲に於て主幹束管枝及其周囲の中･小菊管枝側に′トなる限偽性特集部ありO

右上葉｡ -特に限局性密集部たきも-股に他葉に比し茨末住に賛なるが如しo

左中葉｡ 入口部寮管枝周囲､特に下外方に僅の碕集部限局性に存す○

左上葉｡ 中心部束管枝周囲に茨末の埼巣都債に存すo

束管粘膜に極めて御純米末の散在性に附蒸せるを認むo

B.紙括並に考接｡

以上主として蘇接鏡検査を行ひたる実験例につきて総括するに吹の如しo

No･101 即ち茨末吸入荘後のものにつきて見るに茨末は肺膝内金肢に略均等性に吸入せられ､特に

部位的に湛淡は殆んど認めざるも束管杖周囲は他部 より極めて僅なるも濃厚なるが如し､ 叉束管枝の

太さに正比例して太きもの､周囲に茨末多きが如し.菊管枝陸円には著明の茨末を充満し殊に′ト菊管枝

に張し. 倍肺臓円の茨末は金紋に均等性に認めらるiも菊管枝を中心として其の周囲に不規則なる故

線状の網状をなして認められ其の間には全 く茨末を認めざる肺胞介在せ り｡淋巴滴胞及腺に茨末なしo

薫るに吸入後10日日以後のもの匿ありては前者とは著 しき差異あるを認む. EPち肺組織内金肢に薄

く御細衆末は略均等に認めらる1他に特殊の茨末密集部の形成せらる iものあり｡ 而して此の吸入後

10日日以後は30日に至るも肺円茨末は著しき移動をなさゞるもの 如ゝ く､ 蘇御鏡的所見に於ても著し

き変化を認めず｡即ち No..82(10日日)No.105(20日目),No･77(30日日),の 3者の茨末密集の部

位を比校するに次の如し○

Ǹo.82 No.105 No.77

右 下 葉 主幹気管枚の上方周囲､.特 (/7'._管側 中央部下方､内下線に逝き部 主幹気管枚周囲 主幹気管枚周囲

右 中 葉 肺門部周囲 肺門部周囲相腐 く 肺門部周囲

右 上 葉 . 気管枝周囲 (葉一般lJ{僅少) 肺門.戟(葉一般に著明) 葉一般に著明

右 内 下 葉 肺門部 (一般に著明なるが如 し) 肺門部周囲 中心苦Bよ り右上方

左 下 葉 右下葉と略同じ､其他に外下男象部 右下葉に同じ 右下葉に同じ

左 中 葉 肺門部周囲 右中葉lJTl同じ 肺門部下方

左 上 葉 な し なし 中心部

左 内 下 葉 なし 肺門邸周囲 中心部

淋 巴 櫨 胞 借に存す 住に存す 僅に存す

以上の如 く3着の宋末増兵部の部位を比較するに其の詳細に捗 りでは勿論種Jkなる相違点を有する
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も主要部位に於ては相共通せる所あるを認むO 巨Pち其の碑集部が各例に於て､多くは葉の肺門部より

主幹莱管枝周囲に主として存するを認め､叉 2例に於て右上葉は他葉よりも茨末培なるも特に限局性

密集部として認めらる部少しo

次に菊管枝周囲の茨末の密集部む観察するに各例に於て碕果部には常に粗大衆末の混在するあり｡

密集部の置 く､著明なる部位には多数に王昆在せ りO 而して此の密集部が;宗管枝の周囲を囲続する部に

於ては之に並行する動晩側には比較的少きもの多し｡ 叉此の密集部は菊管枝の分枝部或は束管枝と束

管枝叉は静脈と比較的狭き距離に存する部位W:.特に著明なるが如き所見を濃 く謎めた り｡ 下葉肺門部

附き丘に於て特に多数に認めたり.

束管校内の栄末は No.82よりもNo･77の方稀少き如きも何れ も小菊管枝陸曹には侍著明に存する

もの多 く,束管枝の大となるにつれて少なく大栄管枝には′極めて住に認むO

淋巴液胞には何れ も極めて僕の栄末を認むるに過ぎず､ 菊管側淋巴腺には少しく著明に存するも接

紳宋末のみなり｡伺10日目のものよりそれ以後のものに梢著明なるを認む.

以上は薄切片による顧御錠的所見につきての総括なるが､略其の接細所見は閣明し得た りと信ずる鴻

各葉に於ける増築部の部位的関係､ 或は各葉に於ける炭末の濃淡の比較の如きにはや i不適当なる所

あt)o 即ち之等10日以後の3例に於ける剖検の肺の表面的所見と切片による鮮横鏡的所見の綜合によ

る見解とは略一致せるも何各葉に於ける密集部の多少を比較するが如きは､頼掻参紬勺所見のみにては充

分なる判定は困難なる感あり｡

第2節 重複染色に依る肺麻内に放ける細胞と表末との関係の検索o

以上は単染色模本による検査にして肺謄内に於ける各細胞と茨末との関係につきては充分明かにし

得ざるものあり､よりて墨汁試験に於けるが如 く畢弊色に用仏たる他の切片を ｢-マ トキシ1)ン｣ ｢エ

オジン｣の重複染色を行ひて各例につき検査せるに所見略次の如しo

A.官 験 例｡

No･101即ち炭末自然吸入直後のものにありては炭末は気管枚腸内及肺胸内にあり､細胞内に墳放せらる もゝのな

く.所見は全く前記単染色標本に於げろものに同じ｡

No.82即ち炭末自然吸入後10日日のものにありては炭末を魂放せる細胞及其の横取欺態は前記墨汁試陵の No.53

に殆んど同株なるも前者に於げろ炭葬よりも炭末は不同なるもの多きが如し0倍吸入後20日日のNo.105､同30日日

のNo.77に於げろBrr且も全くNo.82と同株なり. 即ち炭末密集部のものは種 な々る程度Z/{炭末を横取せる遊走性

細胞の集合なり｡又他の一般l/7:散布せる径細炭末は肺胞上皮細胞及滴耽織細胞なりと信ぜらるO

淋巴鳩胸､或は淋巴腺内に於ける炭末は前記の大境細胞及白血球性喰細胞内に存し､ 一部は頼二釈織細胞内に存す

るもの 如ゝし｡

B.絶括並に考接｡

以上の所見によりて菊管より注入したる墨汁の衆末､或は白然吸入による茨末が肺胞内に到達したる

後肺組摸内に侵入する横棒を考察するに肺胞内に於て肺胞上皮細胞､或は網状讃哉細胞 より遊離せる大喰

細胞､又は白血球性喰細胞に療取せられ､其の一部は啄出せらる1と同時に一部は舶織田に入るものと

考-らるo 而して之等茨末を摘取せる遊走性細胞は淋巴流によりて一定の方向に移動して一定部位に

集積し碕集部を作 り､一部は淋巴演胞或は淋巴陽転迄至るものと老ふものなり｡何淋巴流につきては後

述す｡ 其他肺胞上皮に的蒸せる衆末の或るものは喰作用を有する肺胞上皮細胞又は網状棺細胞に括取

せらるi事 も当然考-得る所なり. 又御細異物が肺胞上皮細胞間隙を通過して肺組織内に入る事 も認

めらる 1朗なるが,か くの如き方法によりで組頭歌内に入 り然る後前記喰細胞叉は網状轟艶細胞に捧取せら
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る ゝものもあるべLo 而して束管壁を通過して肺組織内に茨末の侵入したるが如き所見を認めず｡従

ひて肺組校内衆末は肺胞内よt)移入したるものと思考するものな り｡

第 4章 肺牌に放ける表末の肉膿的所見｡

前蘇御鏡検査によりて肺内に於ける茨末分価の隣組なる秋鮭につきては略 間明し得た りと信するも

前記の如 く各葉に於ける濃度或は密集部の旋駅の比較等につきて､や i徹底せざる所あり｡よりて之等

をより明瞭ならしむる目的を以て極めて厚き切片標本を作 り之を肉眼的に観察せ り｡ 即ち固定せられ

たる的部内臓を前実験と同様の方向に約 400-500ミクロンの連続切片を製せ り｡ 此一片は薄切片の

略10枚に等しきものにして之によりて肉眼的観察は容易なると共に両者相互を比較するに便ならしめ

た り0

第 1節 安 験 例｡

第 1例 No.91

18/Ⅷ 実験直後 (約5分後)催展o屠殺｡

解剖O 炭末の肉眼的朗.且の主なるもの三次の如 し｡

気管｡ 内腔壁は全長に捗 りて殆 ど黒色を量するも値に薄き縦線数燦 あ りて徴tJ{縞款をなすo

肺臓｡ 表面よりは特別なる努他を認め三雄く､一般に低に淡暗色を呈せるもの 如ゝ し｡,只右上葉は偉なが らイ地業に

比 し暗色現 し｡

胃｡ 内容は泥軟のものを中等皮に存せ Lが炭末把よりて黒轡 し､陽には炭末移行せず｡

其他 の内臓に異常を詔､めず｡

本別に於ける肺内の宋末は特に特薬部としては認められす 且各切片に於ける各葉の茨末所見 も略同

程度なるを以て之が列記を省略す｡ 即ち各菓共に略同程度の淡暗色を呈するも少しく不均等にして雲

状の濃淡あり､其の濃厚部は大､或は中等案管枝の周囲に一一致せるもの 如ゝ く､叉其の間に大､小不同

の点状の黒点散在せるは束管枝睦内に充満する茨末にして束管より肺に入る大審管枝内腔壁にも茨末

を著明に附着せ り0

第 2例 No.73

3/Ⅶ 10日目｡催巌｡屠殺｡

解剖｡ 炭末の肉眼的所見の主なるもの次の如しo

気管O 内腔粘膜は殆 ど全長に捗 りて極めて倍の茨末による役細黒鮎は平等に散在せるも倍比較的には下方程親しO

肺臓｡ 右上葉を除き他は何れも借に仝鰹 としては淡暗色をす｡僻名菓表面よりの所見次の如 し｡

右下葉｡ 中葉面の肺門部周囲に億の/J､黒鮎を訟む｡

左下葉O 右 F葉に略同じ.

右内下葉｡ 葉の右側面t/{於て点鮎密に認められ特l/{上方肺門部周囲は著明な りo●

左内下｡ 上方肺門部に於て両側共に著明の票鮎を認む｡

右中葉｡ 横漏膜面にて肺門部に泣き内端l,{任の票鮎あ りo

右上葉｡ 仝葉に極めて密に農鮎 あ りO黒色騒き斑紋款をなす｡

左中葉O 肺部門よ り後方は上葉 と癒合y o 肺門部l/{近も心臓屑及横隔膜両に具鮎を稗席 く認むo

左上葉｡ 肺門部 よりや 前ゝ方 より後方は中葉と癒合す o鼎鮎は列仰は り葉の中央部l/{著明な らざるも相席 (認むC

其他の内臓に異常を認めず｡

肺臆の肉眼的茨末所見を給括すれば攻の如しO

茨末による黒点の分休は必ずしも菓によりて程度同じからす｡ 簡上葉は著名にして殆んど全案に存

し､他葉に於ては略肺門部附近より英の中心部主幹束管枝周囲に密に存すO巨ロち其の詳細は次の如しo
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右下葉. 宋末による黒点は葉の円上方案管枝入口部附近に於ては主管束管枝の周囲､僻に背側は著

明に認めらるiも下方に至るに従払て漸次縮小し､主幹束管枝周囲隼限局して葉の略中央部に経るo

左下葉｡ 右下葉と茨末による黒点の所見は殆んど同じ○

右内下葉｡ 茨末による黒点は梢著明にして上方､束管枝入口部附近より葉の中央部.備それより右

側及後方下線部に欝 く認めらる｡

左内下垂. 茨末による黒点は葉の上方束管枝入口部附近に限局性に稗置 く認むo

右中葉｡ 茨末による黒点は束管枝入口部附近に於ては捕著明に濃 く限局性に存し,それ より後方に

は次第に黒点減少するも伺殆ど後端迄認められ､下方よりも上方に比較的に多Lo叉前方に於ては主幹

束管枝の周囲に限局して前端近 く迄認められ､其の間或部に於ては其の周掬に稗外方迄線状に黒点の突

出せる部あり｡

右上葉｡ 茨末による黒点は甚だ密にして殆ど全案に密に存し特に肺門部周囲より某の中心部は著明

な りo

左中葉｡ 肺門部少しく前方より後方は上葉と癒合す｡茨末による黒点は束管枝入口部附近は著名に

辰 と認め､それより前方は主幹束管枝周囲に限局して存し､前方に至るに従ひて次第に守成少するも前端

主圧く迄連せ り.而して比較的主幹束管枝の上内方に著明な り○

左上葉｡ 肺門部 より少しく前方より後方は中葉と癒合す｡黒点は全英に著明にして婿に存し中葉部

と癒合せる後方部に於ても稀境界は鮮明な り｡倍右上葉よりは稀少きが如し0

第3例 No.76

23/Ⅶ 30日日｡健廉｡屠殻｡

解剖o 炭末t/{よる肉眼的所見の主なるもの左の如 し｡

気管｡ 全 く等常｡

肺臓o 一挺に炭末による-.%鮎は著明にして各葉表面よりの所見は次の如しO

右下葉｡ 一般に低の淡暗色を量し､背側 上端 より中葉画の後端部は特に他部よ一り値に黒色現しO

左下英0 着下葉に略同t:､佃左中下葉に対する表面に小農鮎一個あ りO

右内下葉O 葉の上方肺門部の前面l/{於て嘩局せる点色部ありo

左内下葉｡ 仝葉に具鮎極めて著明l/{且密に認めらる0

着中葉o 肺門部より後方は上薬と癒合すO列側は年波l/{和弘き淡農色を呈し上方には点鮎をや ､密に認め･下両

軸梼肺膜団にも 2,3の点鮎散在すC倍肺門部の内乱 か臓側l/{はL陣に運鮎密集して有す.

右上菓O 全案に農鮎極めて密托存 し.殆ど異色に認めらるo

左中葉O･肺門部の少 しく前方 よ り後方は上薬 と癒合す｡炭末による黒鮎は著明托して葉の何れの面よりも点鮎の

密に散在せるを霞むO

左上葉o 肺門部の棺前方 より後方は中葉と癒合ナo炭末によIh農鮎は左中葉に同13｡

其他の内臓に異常を認めずO .

肺臓の肉眼的茨末所見を絵括すれば次の如し｡

茨末による黒点の分備状態は各葉によt)て差あり､ 右上菓及左内下葉は特に著明にして殆んど全英

に存するも､ 他の葉は主として肺門部附近及それより葉の中心部にて主幹束管枝周囲に黒点帝なるも

の多し｡ 巨Pち其の詳細は次の如し｡

右下菓O 茨末による黒点は葉の略上年分に於て束管枝入口部 より主幹菊管枝に滑れて周囲に存する

も索管枝入口部に於ては其の周囲に接して粍著明に認め. それ より背側に廉 く存し､下方に至るに従

ひて主幹束管枝 より下前方､横隔膜側にも稚濃 く認む｡ 備此他に中英下の外下線に近き部に儀の小黒

点限局して認めらる｡
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左下菓o 黒点は右下葉 と略相似たる分僻をなすも稀少く､葉の上方束管枝入口部附近に限局性に絹

著明に認め, 伺同部 より中英下の部に於ては外下線迄粗に散在する黒点を認むるも右下葉に存する葉

の中央部横隔膜側のものは認めず｡

右内下葉｡ 上方束管枝入｡部 より中央部には∵精密に黒点増築せるもそれより周囲に至るに捉ひて次

第に粗とな り周辺部には全 く認めず.侍入口部束管枝罵囲は特に帝な りO

左内下葉｡ 殆ど全英に極めて密に黒点あり､只前下方辺縁部の少部分に黒点を認めざるのみ｡

右中葉o 肺門部の後端 より後方は上葉と癒合す｡黒点は肺門部周囲に於ては限局性牢楕荒 く著明に

帝果し､ それ より後方に於ては上薬と癒合せるが故に区別困難なるも上薬部のものと相合して葉の上

方に限局して認む｡叉肺門部 より前方は中心棄管枝の内方に上下共梢著明に認め､それが前方に至るに

従払て縮小し且中心束管枝を中心として其の周囲に限局し前端部住を残して経るO

右上菓○ 葉は略全部に極めて密なる黒点を均等に充満す｡

左中葉o 肺門部少しく前方より後方は上集と癒合す｡ 全英に少しく不均等性なる黒点を塔に認む｡

左上葉｡ 左中葉に所見同じ｡

第 2節 線括並に考接｡

厚切片による肉眼的観察を行ひたる実験例を給括するに次の如し｡

茨末吸入落後の No.91に於ては肺膝金紋に殆んど均等性に茨末を認むるも菊管枝間餌はや 1濃厚な

るが如 く､束管枝睦内には茨末を充満す｡

吸入後10日以後のものにありては茨末の分休航態は前者と著しき差あり.切片には明確に区別され

たる淡暗色部と限局性暗黒色部を認む｡此の暗黒部は茨末の密集によりて生じたるものにして,他の淡

暗色の部は炭末の均等性に肺全般に存するを示すものな り｡ 而して此の分怖状態は10日以後30日に

至るも著しき変化なきが如し｡即ち No.73(10日目)No.76(30日日)の両者の栄末席集部位を比政

するに三大の如し｡

No.73 No.76

右 下 葉 肺門部 コ.)主幹気管乾す三両 画面こ~商｢K背側.後縁部 略右に同じ

右 中 葉 肺門部に限局 肺門部周囲及主幹気管枚周囲

右 上 葉 全部に著明 同 右

右 内 下 葉 肺門部周囲!/{僅少 肺門部周囲より中心部

左 下 莱 右側下葉に略同じ 右側下葉に略同じ

左 中 葉 肺門部周囲に極めて度 し 殆んど全部に棺著明

左 上 葉 仝部に棺著明 殆んど全部に椅著明

p左 内 下 葉 肺門部周囲 仝部e/7:著明

以上の如 く二者の所見に大差なく､茨末密集部の等しき菜種多数に存す｡ 而して其の状態は全英に

茨末の著明なるものあり､ 殆んど全葉に著明なるも葉の周辺部の僅少部に欠 くるものあり｡又肺門部

附近､或はそれ より主幹束管枝周囲に限局するもの多数な り｡ しかも反対に以上の如き部に認めずし

て其の他の部にのみ限局して茨末密集部の存する葉は其の例なし｡ か く各菓灯よりて茨末密集部が或

一定の部位に存するが如き傾向は明かに認め得る所なるも倭に 2例なるが故に之を確言し得ざるも下

葉にありては肺門部 より主幹束管枝の上方周囲､特に其の背側に存し､右上葉にありては集の金紋に著
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明に存するもの多きは事実なるが如し｡其他の葉にありでは多くのものに於で肺門部附近､或はそれよ

り毒草の中心部に認めらるiも時として殆んど全英に稲著明に存するものも存す｡

弟5幸 宏末による費験の絶括並に考捜｡

以上の肉眼的及鮮御鏡的検査による所見を綜合するに､実験動物の肺腰円に於ける茨末の分休は其の

匡後に於では各菓共に略同程度にして且轄均等に存し 蘇御的には不規則なる網歌をなす｡寮管枝周囲

は僕に濃厚なるが如きも菓によりて差異を認め難しo 菊管杖陸内には大束管枝より末櫓菊管操に至る

迄著明の茨末を認む0

10日以後のものにありては多数の某に於て肺門部周囲､或は主幹素管枝周囲に茨末の限局性に特に増

兵する部を認むると共に全英の肺恕棺内に健に不同は存するも略均等性に御細嚢末を認む｡ 此御細栄

末は実験底後に於て認めLが如き網朕 を認めず｡ 比の10日以後の所見は墨汁注入琴験に於ける剖検と
肉眼及額御鏡に殆んど一致せ り｡

束管線路内には実験直後よりも著 しく茨末減少せるも何何れの部にも認め､小菊管橡には著明に存す

る部ありV｡時日の経過と共に王威少するが如きも30日迄に於ては著 しき王威少は認められす｡

淋巴液胞及淋巴線には実験寓後のものには茨末を認めず､10日以彼のものにありては液胞内に倭に認

むるものあり. 淋巴線には何れ も隣組栄末を不均等に認む｡経過につれて埼加の傾向あるが如しO

以上の事実により吸入せられたる茨末の菊管線内に附蒼せるもの も大部分は比較的短時間に排滑せ

られ､其の後は極めて徐Jkに排推せらるiもの 如ゝ く30日を経過するも両案管猿腔内特に小菊管線路

内には稚著明に認む.

吸入港後に於ける肺胞内に茨末を認むるは､吸入せる茨束の落達的に侵入して附着せるものと考-ら

るゝも宋末が肺胞に平等に存せず､束管按を中心として周囲に網状に認めらる 成ゝ因につきては不明に

して説明困難な り｡今後の研究に待つ｡

10日以後のものに於て特に他葉 よりも茨末の-股に著明なるもの､ 或は其の多 くの例に於て肺門部

附主圧及主幹素管枝周囲の部位に於ける束管枝周囲に限局性の衆末密集部を形成し,之が真前脚鏡的には束

管杖周囲の之に併行する血管側に少なき所多き事実につきて考察するに吸入後10日迄の間に肺臓内に

吸牧せられたる茨末は一定の法則によりて 移動するは明かな りo 臣Pち実験の際吸入により薩達的に寮

管枝並に肺胞内に侵入. 附帯せる茨末は其の後一部分は第管枝 より外'方に排浬せられ.肺胞内のもの

は-一部は経路内に涛取せられ､他の少部分は肺胞内に比較的長く附着停滞せるもの i如し｡ しか も此

の停滞せるものも早晩排潤せらる かゝ或は横取せらるi運命にある事は想像し得ぺLo 而して轟責敬内

に吸牧せられたる茨末は比較的短時日の間に一定の方向に向ひて移動し10日目に於ては己に著明の限

局性密集部を形成せ りO 其の後に於ても同様なる移動は行はるゝものと考-らるゝも著しからざるは

実験後30日のものに於ても10日目のものと大差なき新見によりて想像し得らる｡ 僻一方30日目のもの

にありても御紳茨末を略均等に全経緯円に認むるが､此の両様の茨末のそれ以後の移動経過につきては

甚だ興味ある問題なりと信するも本研究の主眼にあらざるが故に今後の研究に譲るo

以上の如 く組織内に吸収せられたる茨末は経過につれて移動する事は明かなる事実なるが.此の横棒

につきて考察するに､体内組織内に侵入したる異物の体内異動をなす作用の重要なるものは局所組蹄の

運動又は形態的変化､並に淋巴流な りと信す｡其他に於て血行による事も-蔽的には考へらるゝも本実

験に於ける肺経路内異動につきては考慮するの要なきものと思考す｡ 動物の呼吸運動による肺臓の伸

縮状態を見るに胸部は下方程伸縮著明なるは胸廓の形態学的見地よりするも明かなる所にして､胸厚紬ミ

円錐形に下方に拡大せる薦呼吸運動による外廓の運動域は下方程強大な り､叉駒廓の下底をなす麓き横

隔膜の遊動によりで運動は益Jk拡大著明となる-一方菜摘の種々なる程度に於ける ｢レ｣線像を観察す
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るに癒着なきものに於では肺門部を中心として 肺は収縮し周辺部の牧縮比較的著明なるを認むるもの

な りo 此の事は動物実験に於ても開胸時牧縮せる肺臓と特に開胸による収縮を防ぎたる肺臓とを比較

するも肺臓内の収縮は各部位が平均に行はるゝものにはあらざるが如し｡ 即ち樽括的には各葉の楕辺

部､特に肺門部 より遠隔の部枝管しき傾向にあるもの i如し｡又肺組謡哉は極めて薄き肺胞間組抱により

て多数の肺胞を区分する海綿枝組織なるが故に呼吸による組式葛の伸縮は極めて天な り｡ 比の柔軟なる

組織内にありて比較伸縮性に乏しきものは肺門部を根幹として 周囲に樹枝状に放散分岐する束管枝及

血管な り｡ 而して呼吸による肺組路の伸縮は此の束管杖に向ひて行はる1ものと考へらる｡此の伸縮

運動が肺組頭静内の茨末の如き碩細なる異物の移動に対しては直接的作用は極めて僅かなるべきも伺何

程かの影響あるべきは想像し得る所なり｡ 而して此の肺経路内の異物の移動に主要なる作用をなす も

のは淋巴系にして淋巴流によりて移動せらるべきものと考ふべきものと信すO 即ち書林巴涌胞及淋巴棟

内に於て一定の経過後に宋末を認むる事によりても明かな りと信すO 而して肺組摸内の淋巴流は各菓

略寮管按W:沿ひて肺門部に向-るもの 1如きが故に衆末は比の,GLれに一致して 肺門部に向ひて集合す

るものと思考せらる｡ 而して呼吸運動による肺組抱の伸縮が其の部に於ける淋巴流に甚だしき影響を

輿ふるは明かなる所なるに此の仲露が 前記の如 く部位によりて差異あるに於ては淋巴流にも部位によ

りて珪急の差を生するは当然な りと信ぜらるO 巨皇]ち仲式場著 しき部に於ては淋巴流は速 く､黙 らざる部

は媛除なる理な り｡ されば伸縮著明なる部の浜玉は透かに駆逐せられ､寮管杖周囲並に肺門部に向払

て集合すべし｡ 而して特に淋巴流の波除なる部､即ち流の瀞とも見倣すべき部に茨末密集部を形成す

るものと考ふるものな り｡ 巨ロち気管枝周囲,と棒に其の分岐部の如きは黄も仲売絹少なき部にして且淋巴

管の合流も少なからざるものと思考するが故に益A,淋巴流は援除とな り,衆末を多量に掻取膨大せる細

胞の瀦留を釆し 茨末密築部を生するものと信ず｡何動脈側に比較的少なきは此の部位に於ける淋巴系

統の状態を詳細に間明し得ざる今日に於ては決定的に確言し得ざるも動脈碍動が其の周囲の肺組織に

影響し､淋巴流の停滞 を困難ならしむるものと考ふるものなり｡

以上の如 くにして肺組棺円に堀取せられたる茨末は粗描内移動を行ひ管集部を形成すると共に 一部

は淋巴の影響なきが如 く全組招内に略均等性に隣組茨末を認むるが 之が其の後の運命につきては長期

に捗る観察を行はざれは不明なるも恐 らくは相当長時日の間停留するものと想像せらるo 次に束管枝

側淋巴漣胞及束管側淋巴隊内の茨末が肺粗描円埼集部に比 し余 りに僅少なるは注目すべき事実な り○

即ち淋巴滴胞には住に認めらる1に過ぎず､淋巴腺に於ては梢著明なるものも存すれども肺粗描内の著
明なる密集部に比すれば甚だしく僅少なるを認めざるを得ず｡ 此理由につきては何詳細なる研究を必

要とするも茨末を多量に揺取せる遊走細胞は膨大し,特に淋巴流の波除なる部位に於て巣頓し､矯巣す

る馬同部 より淋巴管に流出せざるもの多数にして比較的少量を描取せる細胞が遁胞 又は淋巴除に到達

するもの 如ゝ く考ふるものな り｡

又厚切片の肉眼的観察によt)て右上葉 ､其他 2,3の葉に於て､葉の全部に他葉に比し茨末の特に密に

藩明なるを認めたるが 之等の葉が実験に際し特に多量の茨末を吸入したるものにあらざるは実験両校

の剖検所見に於て1例 も特に葉によって濃厚なりし例なきによりて明かな りO されはか くの如きは其

の排浬が他葉 よりも困難なるものあり｡ 肺組棺内に撮取せらる1畳の多きによるものと考-ざるを得

ず｡ 比の理由につきては本実験によりては詮明困難にして只事実を閣明し得たるに過ぎざるも恐らく

は局所解剖的関係とそれに関聯 したる運動状態によりて此の結果を来すものと思考するものな り〇

第6章 金賞験の絶括並に考接｡

以上第1編 より弟3JWに至る結核菌及墨汁注入､並に未着吸入の実験につきての総括並に考按は各々

其の項に由て記載せる所なるも之等 3着を絵括 して考察する紅炎の如し｡
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自然状態に於て吸入せしめたる衆末と人工的に寮管より､注入したる墨汁の衆未との肺組括内分僻は

実験 10日以後に於けるものにありては略-致せる所見を認め得た り｡而して墨汁と注入方法を同じく

し､且等畳の結核菌浮遊液を束管より注入したる轄核菌の藤組織内の分価は10日以後に於ては墨汁内

茨末のものと略同様に師の全部に均等に分併し､且或一定の部位には特に額果せるものと推断するも不

当にはあらざるべし｡僻墨汁の寮管注入直後の所見を欠 くが故に確言し砕きも10日以後に於ける白然

吸入K.よる茨末の肺所見とは極めて斯似せる所 より考ふれぼ恐らくは実験寓後に於ける所見も略琴似

やるものと想像するも可在 りと信ずo 而して本実験に於ける結核性変化の初発部位を見るに墨汁試験

及茨末吸入試駿に於ける10日日以後に於ける肺組織内栄末密集部の部位と略一致せるを認めた りo即

ち右上某に特に著明なるもの多く､碩下葉に於ける結核性病変の初発部並に茨末密集部が肺門部間餌よ

り主幹菊管枝周囲に存し,上方特に背側に著明なるが如き､両内下葉に於では時として著明なる結核性 .

' 病変あり. 叉茨末 も密集を著明に認め､其の多くは共に主として束管枝入口部 より主幹宋管枝周囲に

存す○ 其の他の某に於でも肺門部附近に費 も著明なる以上の如き変化を認めたるが如く極めて共通的

所見あり｡

以中の如き所見より考ふる時は結核菌は箆入時肺の全部に到達するも真の部に南に病変を発生する

ものにあらずして肺組括内に吸収せられ一億 の方向に移動し,衆末の密集部を形成するが如き部位に至

りて瀦留停滞し､結核菌の集頓を来し且槍殖し.以て病変の発現するに至るに至 りしものと考ふべきも

のと信ず｡

叉本実験によりて茎葉中に飛散せしめたる結核菌を白熱状態に於て吸入したる場合､同様なる肺組藷哉

内に於ける経過と順序とによりて発病するに至るものと想像して可なりと思考すO

前記の如 く本実験に於て右上葉は他葉に比し 結核病変を認むるもの多く､且其拡大埠窓庭の著明な

ると共に茨末も亦他享葉より特に著明に認めらる1もの多き事実は右上葉が肺結核発生に好都合にして

且槍慈し易き僕件を具備するものなるが如し0 時に本実験が何等の前処置を行はぎりしものなれば同

部の局所的構造 並に其の生理的作用に関係するものと信するものにして之に関しては前項茨末実験の

給括の部に於て少しく述べたる所なるも極めて重大なる問題なるが政略今後の精細なる研究によって

評紬は開明せらるべきものなt)0

茅7章 結 論｡

以上の実験を結論するに次の如しo

l. 結核菌による実験｡

本実験は何等前処置を行はざるモルモットに比較的大量の結核菌浮遊液を宋管より注入し肺臓に:発

生する結核性変化を病理的髄に ｢レ｣練学的に経過と共に追及したるものにして実験に用ひたる28例

中1週間後剖槍したるもの し内2例に於て全 く結核性病変を認めず.他の26例に於ては全部に肺組織.

円に結核性変化を認む｡

以下陽性の26例につきて結論.す｡

A.病理所見｡

ィ｡ 1週間後に放ける剖見8例につきて見る紅各多少の相違あるも右上葉,両側下葉に陽性率最も

高 く､病変 も濃汎なるもの多Lo其の他の葉は陽性率低 く､病変の贋駅 も不定なり｡ 而して浸潤は何

れ も初期浸潤にして各例とも同程度の進展度を示し.一部位によりて差異なし｡

po 各葉の病変の部位には略一定したる好発部位を認むO即ち多くの.ものに於て束管枝入口部附近
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及各英の主管束管枝並にそれにj丘き中小束管枝の周囲に浸潤を認む｡

--0 2週間以後のものにありては前項の好発部に発生したる浸潤は時日の経過に伴ひ周囲に拡大増

強す｡而して初期浸潤な t)しもの次第vz:増殖性浸潤に進展し､其の旋汎なるものは中心部は乾簡変性に

随 t)壊死を来すものあり. 3週間以後のものにありては茎洞となるものあり｡ 4週間後の或るものに

於ては特に締嘩柿の増殖著明にして碇化性結核の像を呈する病変を一部に認むるものあ りO

2.4週間後のものに於ては前記の如き初発浸潤の周囲に拡大せるもの i他に多数の小結節性浸潤を散

在性に認む｡この′ト結節は遅発せるが如 く前者よりも浸潤の進展度は明かに遅れ､勧期浸潤或は極めて

初期の増殖性浸潤として認められ､管内轄移の新病琶なるが如し｡

ホ｡ 各例に於ける葉の結核性病変の陽性数は3週間後迄のものは略同程度に認めらる iも4週間後

のものに至 りて著明に増加し､殆んど全英に認めたり｡

-. 4週間後剖検例申 No.11は稜々なる時期の増殖性小結節性浸潤を全肺に粗に散在性に認めた

り.本例は特異病型にして他に新例なし｡

ト0 2週間後剖検 No･34,4週間後剖検 No･10の2例に於で血性湊拭液の肋膜円瀦留を両側に認

むO .

チ. 浸潤の性状は何れの葉に於ても略同校なるも拡大度には多少の差異あるもの i如し｡即ち右上

葉は-ヨ投に拡大性極めて著明にして､攻で雨下菜箸明なるもの多し､其の他の葉にありては不定にして

時に極めて著しく拡大せるものあるも-肢には著しからず｡

B.｢レ｣線所見｡

ィ｡背腹像○

一般に背腹像に於ては右側は陰影明瞭にして診定容易なるも左側は心膜陰影に重複し辛順lj困鮮なりD

而して1週間後のものにありては剖検上肺臓に病変を認めたるものにして ｢レ｣繰学的に何等の病的

陰影を証明し得ざりLもe/)稗多数にあ りたるも2週間以後のものにありては右側に於ては畦病理所見

･と-致せる柄的陰影を認め得たるが左側に於ては病的陰影の証明甚だ少なし｡ 以上の如 く幾何の程度

以上の病変が ｢レ｣線学的に具備陰影として認め得らる やゝにつきては其の部位により､ 又各例の種

.kなる振影傑件によりて的確に決定するを得ずo

a･1週間後の写展に於ける異常陰影は両側共に肺門部陰影の埠張､或は崖に下外方に樹枝妖陰影の

拡大として認めらる｡

b･2週間後に於ける異常陰影は V･1･即ち右上野にては薄 く均等性陰影の濃 く認 く認めらる ゝもの

大多数な り｡ 右肺門部陰影は少しく周囲に拡大し､それ より下外方に樹枝妖陰影の著明となれるもの

多し｡左肺門部陰影も右側に同じきも鮮明ならず｡

C･3週間以後のものに於て右上野は極めて著明なる均等性陰影､即ち所謂上菓炎性陰影を大多数に

於て認むO 叉右肺門部の陰影は著明とな り､下外方に拡大する樹枝秋陰影は益々増強し.横■杖状陰影

は部分的には楕不明瞭とな り､ 旋狭程々なる不均等性陰影の不規則なる限局性陰影を形成するものあ

t)｡左側肺門部及其の附近陰影は略右側に覧頁似せるも右側の如 く鮮明ならざるもの多Lo
d･No･34､NolOの2例は剖検に於ては血性鯵出液の両側肋膜睦内に瀦留せるを認めたるも ｢レ'J

線陰影としては共に 1側に病変に相当するが如き均等性陰影の埠張を認め他側には肋膜の病変に対す

る何等の病的陰影を認めず｡

ロ｡右左像｡

背腹像に於て病的陰影を認め得ずして右左像にのみ病的陰影を認め得たるもの 1週間後の非剖検例

中に 1例ありしのみにして,反対に背腹像に病的陰影を認め.右左像に認め得ざりし例は1週間後の
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剖検例に2例,非剖検例に4例ありた りo

a.1週間後に於ける異常陰影として認めしものは肺門部に一致する陰影の少しく噂鎖せるものな

りo

P･2週間以後のものに於ては前項肺門部陰影の異常堵張は益}{著明となり､周囲に拡大し不規則な
る不均等性の限局性塊状陰影をなし､下方特に著明にして甚だしきものは前下方に荒 く拡大すo 肺門

邸 より上方軌か瞭陰影と重複するが故に判別困難にして診断的債値に乏しo

従払て 矢野精太郎氏が 年型結核菌の生理的食塩水浮借液を家兎素管内に注入せられた場合の如 く穣

}{なる ｢レ｣級像とそれに該当する病理解剖的変化とを比較し得 ざりLは菌の毒力､ 動物の大小及感

受性に鐙み当然にして遺憾なり0

2. 墨汁並に茨革による実験o

ィ｡ 茨末の自然吸入慣後に於ける茨末は何れの部位に於ても菊管枝の末覇 より肺胞円に到達せるを

認め,部位によりて差異を認め難し｡ しかも之れを詳細に観察する時は衆末は網状をなし､衆末を認

むる肺胞と戯らざる肺胞と相交錯せるが如 く認めらる｡肺離路内､及淋巴系に茨末を認めず｡

ロ｡ 10日後に於ては墨汁を粟管に注入せるもめ 1肺臓内の茨末分備状態と炭末自然吸入に於けるも

のとは殆んど其の所見の-致せるを謬むo EPち肺の何れの部位に引荒く極めて密に御細衆末の散布せ

るを認む｡比の茨末の一部は肺胞内に､一部は肺経路内に存す｡ 而して此の肺臓全般に散布せる衆末i
の他に､或る｣定の部位に茨末の密集部を認む｡ 此の密集部は冬草によりて多少の差あり､右上菜は

特に著明なるもの多 く､両側下葉にも種著明なるもの多し｡ 其の他の葉に放ては時に著明なるものあ

るも戯らざるもの多く一定せざるが如し｡

以上の如 く各菓によりて多少の差異あるも其の部位は各莫共肺門部附近よわ主辞束管枝 及それに近

き中､小菊管枝の周囲に主として認めらるO即ち各菓一定の部位に発生すものなるを認む｡而して此の

密集部位は結核菌による実験に於ける結核性病変の初発部位に略丁致せるを認む.

碕集部の茨末は他の肺組戯覧内に散布せるものに比し､大なるものを多数に混じ大小不同の茨末の聴集

にして之等不同の茨末は芸珪走性喰細胞内に存すO

束管枝粘膜上に鋸荒く茨末を認め､中､小菊管枝腔円には備著明に存する部あり｡

淋巴遁胞及淋巴腺内に衆末を認むるも著明ならすO

-. 茨末吸入20日枝及30日後のものにありても前記10日後のものと肺膝内に於ける茨末の分備に著

しき差異を認め難し｡ 即ち時日の経過と共に束管枝睦内の茨末は次第に減少し､淋巴系に於ては債に

埼加せるが如きものあるが如し｡肺組織内衆末も前者と殆んど差異を認め難し｡

斯 くて本研究によりて得たる所見は鼎2吹肺結板症の詣生及進展の開明､及其臨床的発見に重要なる

｢レ｣線診断の着眼点決定に大に寄輿するものと思考す｡
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